
（別紙３）

～ ２０２５年　２月　１５日

（対象者数） 30 （回答者数） 18

～ ２０２５年　２月　１５日

（対象者数） 25 （回答者数） 13

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

定期的にお子さん及び保護者から外出体験のアンケー
トを実施し双方が満足できるような親子参加型イベン
トを考案し実施したいです。

2

子供たちがみんなで一丸となて決めた活動で成功体験
を共有し達成感や自信を感じてもらい自己肯定感に繋
げます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

業務の効率化、職員のスキルアップ及び定着、外部の
協力、子供の自立の環境づくりを行う。

2

当事業所も地域のイベント活動に参加、協力し相互関
係を築き地域との理解を深めるようにする。

3

○事業所名 放課後等デイサービス　ホープ千旦林

○保護者評価実施期間 ２０２５年　１月　１５日

○保護者評価有効回答数

２０２５年　１月　１５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 ２０２５年　３月　１日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

基準上の職員は満たしているが職員数がもっと多いほう
が望ましい。

職員一人ひとりの得意分野を生かした業務分業で負担を
減らす努力をする。業務の簡素化、デジタル化を進め業
務を効率的に進める。

地域、他の福祉機関、行政、学校等との連携不足。 当事業所の支援方針を学校や他の福祉施設と共有し一貫
性のある支援を行う。

当事業所では土曜日や学休日には動物園、リンゴ狩り、
季節のイベントなど多彩な外出体験を提供し子供たちの
成⾧をサポートしています。

参加者のお子さんの特性や興味を把握したうえで無理の
ないプログラムを組み事前に安全面や休憩場所等の確認
を行っています。

活動において子供たち同士で話し合い,やりたいことを
決める機会を大切にしそれぞれが尊重し合い協力し合え
る場を提供しています。

スタッフの積極的な問いかけによって子供たちがより自
由に意見を出したり、質問をしたり平等な発言機会の提
供を促進しています。

事業所における自己評価総括表公表


